
ふるさとの ぬくもり伝える 道づくり

国土交通省北陸地方整備局

長 岡 国 道 事 務 所

よりみち街道『中越』 防災ピクニック

日時： 令和8年5月16日(土) 9:00～13:30

場所： 集合地：スパーク川口（長岡市川口中山1441）

目的： 中越地震の教訓と災害への備えを学ぶ。

内容： 震央メモリアルパークを目指して、ハイキングをします。
昼食では、レスキューフーズ作りを体験し、実食します。
また、作っていただいた防災芋煮も実食します。
最後に防災グッズに関するクイズを行います。

共催： NPO法人くらしサポート越後川口・よりみち街道『中越』
協力： 越後川口エンジン

～防災ピクニックの行程～

スパーク川口

牛ヶ首展望台

震央メモリアル
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スパーク川口
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9:00：スパーク川口 集合
ハイキング

快晴に恵まれ、スパーク川口を
出発しました。

安全対策（熊）のため、今年は山
道では無く、道路沿いを歩きました。

道中は、ガイドの方に道ばたの植物
について説明をしていただきました。
これはウワミズザクラ（別名：アンニ
ンゴ、杏仁子）といって、花が咲く前
の蕾の部分は塩漬けにしたり、実の
部分は果実酒にもなるそうです。
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○牛ヶ首展望台

道沿いには美しい棚田があ
ったり、または鯉の養殖池が
ありました。
鯉は外国の方に人気が高く
よく見学に来られるそうで、
養殖池で働いている方は
英語がペラペラだそうです。

ハイキングの目的地である震災メモ
リアルパークです。
画像の真ん中あたりが中越地震の
震央で、このあたりもすべて崩れた
そうですが、現在では写真のように
棚田は全て復旧し、農作業も通
常通り行われています。

○朝霧の里 やまぼうし

○震災メモリアルパーク

こちらの展望台は、自分たちの集落
は無くなってしまうがこの景色を残し
たいという地域の方々の思いから、
寄付によって作られたそうです。
遠くには越後三山の八海山・越後
駒ヶ岳・中ノ岳が見えています。

こちらは廃校になった小学校を一般の方
でも宿泊できるように再利用している施
設です。
教室や体育館がそのままの場所に泊ま
るワクワク感が味わえるそうです。
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レスキューフーズが温まり終わるまで30分ぐ
らいかかり、それまでは作っていただいていた
防災芋煮を食べました。
防災芋煮とは、災害時に家に残っている野
菜や日持ちする乾物をまとめて鍋で煮たも
のです。当日は芋の他にキャベツとベーコン
がたっぷりでした。

12:00：昼 食

レスキューフーズは、湯気が出るほどに温
かく、かなりおいしかったです。
成人男性がしっかり活動できるくらいのカ
ロリーがあり、食べきれないお子さんもい
るようでした。

その後、レスキューフーズの販売があり、
私も車が雪に埋まって動けなくなったとき
のことを考えて、車の備蓄用に一つだけ
購入しました。

レスキューフーズを作りました。
カレー、牛丼、煮込みハンバー
グ、トマトリゾット等、種類豊
富です。
この商品は乾燥剤と同じ成分
の薬剤に同封の水を入れて
熱を発生させることで、無電
源でも温かいご飯が食べられ
る仕組みです。

○レスキューフーズ

○防災芋煮
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カルタの要領で、文章と絵札の組合
せを当てるクイズゲームをしました。
災害時の状況と、その時に必要な物
を表した絵札の組合せを正しく選択
します。例えば「水が飲みたい」と「水
筒」の組合せです。

災害状況と必要な物が対応し
ているか、みんなで考えました。
さいごに、手持ちの絵札に応じ
た防災グッズ(絆創膏など)をゲ
ットしました。

13:00：防災学習

あとがき
防災ピクニックに参加することで、楽しく防災について学ぶことができました。特に
レスキューフーズの存在や、準備しておくべき防災グッズに関するクイズについては
大変勉強になりました。

また、越後川口地域の魅力を知ることもできました。
一方でハイキングの途中ではこれらの景観や地域資源を支えている農家の後
継者不足が深刻なようで、関係者の方も無理に農業を続けてもらうのではなく、
農業を辞められる時まで健康に幸せに過ごせるようにサポートしていくというような
お話を聞かせていただきました。
現在の越後川口の景色を残すため、または中越地震の記憶を残していくために
はどうすればよいのか考えさせられました。

防災ピクニックは、親子・兄弟で楽しく防災を学べる体験型イベントです。よりみ
ち街道『中越』では、今後も体験型イベントを開催する予定です。ぜひ、ご参加く
ださい。



風景街道は、地域の魅力ある風景、歴史・文化などの地域
資源を道を中心にとりまとめ、多様な主体の協働により地域
の活性化や観光振興に寄与することを目的としています。

風景街道にルートを登録するためには、「活動に応じて必
要な組織」と「道路管理者」が参画する活動組織（風景街道
パートナーシップ）が必要となり、長岡国道事務所は道路管
理者として風景街道パートナーシップを構成しています。

この取り組みの根幹は道沿いにある
地域資源であり、それらを管理・保全
する方々の創意工夫と主体性です。長
岡国道事務所は道路を活動の場として
提供したり、PR看板の設置したりなど
後方支援を行っています
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風景街道とは

参考・引用：https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/fukeikaidou/contents/overview.html

令和8年1月時点で日本全国で147ルートの風景街道が登録さ
れています。

風景街道の取り組み例：風景街道一覧 | 日本風景街道

・植栽支援活動
よりみち街道「中越」（新潟県）

・道路の美化活動
奥能登絶景海道（石川県）

参考

https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/fukeikaidou/contents/overview.html
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/fukeikaidou/contents/lists.html?s=c1,%E5%85%A8%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%88
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/fukeikaidou/contents/lists.html?s=c1,%E5%85%A8%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%88
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/fukeikaidou/contents/lists.html?s=c1,%E5%85%A8%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%88
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